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筑筑筑紫紫紫野野野だだだよよよりりり Letter from Chikushino 

Tenpai masa 

２０１０年 梅雨明けです。中津より 

15 日中津へ来るときには土砂降り、あっちこっちが思いもよらない被害を起こしました。 

今日はいきなり梅雨明け、いきなり真夏の高温。激しい気象変化に日本中が戸惑いを感じています。 

  

早朝から雲はあるもの真夏の晴れ間が見えました。昨日は一日中雨雲が漂っていました。 

 
八面山には早朝から入道雲。 



 

  
梅雨中よりﾆｨｰﾆｨｰと鳴き始めていたチイチイゼミもワシワシ・・・・となくクマゼミに呑まれてしまった。 

いよいよクマゼミ(ワシワシ)のお出まし、川では育ち盛りの鯉が群がっていた。 

 
 



  

  

  

中津では中津祇園の季節、梅雨も明け 23 日に向けて一気に組立てがはじまる。 



 
今は動いていない豊後町の祇園車は祇園の発祥の謂れとともに中津駅構内にこの時期展示されている。 

    

今回歩いて見つけた中津の町の由来。町名の由来を見るとそこに歴史が蘇る。 



歩いて出会った花たち 

  

  

 

イチジクの木の下に行くと独特のにおいがする。前の家の裏に親父が植えたイチジクの木を思い出す。 



 

   

   

同じ黄色の似た花だが、見になると皆違う、ニガウリ、きゅうり、かぼちゃとなる。 

 



  

  

  

  
この花を見るとサンディエゴのラマダインホテル近くのガソリンスタンドを思い出す。 



 

 

夏の花は何んといってもこれ。実りすぎて持ちこたえできないようだ。それでも太陽へ向けて。 

 



 

 
飛び疲れた蝶、この姿見てよと言わんばかりの蝶、夏の間の華やかな蝶の栄枯盛衰か・・・ 


